
　（別紙４（２）） 事業所名：　グループホームかるすと

目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画 作成日：　平成　22年　3月　10日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達
成に要す
る期間

1 10

サービス担当者会議への利用者の参加 サービス担当者会議へ利用者も参加
し、計画について本人と話し合い、意向
や要望を反映させるよう取組む。

サービス担当者会議への参加には、利用
者、家族、介護者、計画作成担当者、その
他関係者が同席し話し合い、気づき、意見・
要望を反映した介護計画を作成していく。

12ヶ月

2 12

今後の終末期に向けた方針、マニュア
ル、同意書などを利用者と職員、家族及
び関係機関と取り組む。

重度化した場合や終末期支援のあり方
や事業の対応について、段階ごとに家
族や関係者と意向を確認しながら、対応
方針の共有を図っていく。

重度化した場合や終末期の意向確認書を
作成し、事業所が対応し得る最大のケアに
ついて説明を行なう。その上で、職員全体で
話し合いや勉強会を行い、家族や医療関係
者等と連携を図りながらチームで支援してい
く。

12ヶ月

3 2

啓蒙活動の促進 啓蒙活動の一環として、町内社協や、介
護施設などと連携し、介護相談や認知
症ケア講座などを開き、認知症への理
解を深め周知を図る。

役場、社協、病院などの関係機関へチラシ
やパンフレットを配布し、町の福祉祭りや区
の行事などを活かし、認知症についての説
明を行なったり、介護相談の場を設ける。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、
優先して取り組む具体的な計画を記入します。
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